
　

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

裁
判
に
発
展
し
た
神
殿

解
体
費
の
負
担
問
題

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

原
告
は
上
板
町
に
あ

る
矢
武
分
教
会
の
元
代

表
役
員
の
長
男
Ｈ
氏
。

被
告
は
鳴
門
市
に
あ
る

撫
養
大
教
会
。
大
教
会

は
本
部
直
属
の
組
織
。
分

教
会
は
大
教
会
の
下
部
組

織
だ
。
Ｈ
氏
は
代
理
人
を

立
て
な
い
本
人
訴
訟
。
撫

養
大
教
会
の
代
理
人
は
別

城
信
太
郎
弁
護
士
だ
。

　

裁
判
の
争
点
は
、
矢
武

分
教
会
の
神
殿
解
体
費
用

の
負
担
問
題
だ
。
神
殿
は

昭
和
二
十
五
年
に
建
築
さ

れ
、
平
成
三
十
年
に
解
体

さ
れ
た
。
解
体
費
用
は
百

五
十
万
円
。
原
告
Ｈ
氏
は

「
百
五
十
万
円
の
う
ち
、

立
て
替
え
た
百
二
十
万
円

を
支
払
え
」
と
撫
養
大
教

会
に
求
め
て
い
る
。

　

神
殿
は
上
板
町
椎
本
に

あ
っ
た
木
造
瓦
葺
平
屋
建

て
の
建
物
。
平
成
三
十
年

十
一
月
十
九
日
に
、
取
り

壊
し
を
理
由
に
登
記
記
録

が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　
「
大
教
会
が
勝
手
に

建
て
た
疑
似
教
会
だ
」

と
原
告

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

原
告
の
Ｈ
氏
は
「
神

殿
は
撫
養
大
教
会
が
他

人
の
土
地
に
勝
手
に
建

て
た
『
疑
似
教
会
』
だ
」

と
主
張
し
た
。

　
「
被
告
（
撫
養
大
教
会
）

元
会
長
の
Ｔ
氏
は
、
他
人

の
土
地
を
侵
奪
し
、
昭
和

二
十
五
年
に
疑
似
教
会
を

建
築
し
た
。
平
成
三
十
年

に
退
居
し
、
解
体
の
負
の

財
産
を
当
教
会
（
矢
武
分

教
会
）
に
与
え
た
。

　

分
教
会
が
解
体
費
用

を
立
て
替
え
た
建
物
は
、

被
告
が
分
教
会
の
意
思

に
基
づ
か
ず
、
土
地
所

有
者
に
無
断
で
建
築
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

被
告
は
不
法
行
為
を
行

い
、
原
告
に
解
体
費
用
百

二
十
万
円
の
立
て
替
え
を

余
儀
な
く
さ
せ
た
。
被
告

に
は
不
当
利
得
が
あ
る
」

（
裁
判
資
料
の
要
約
）。

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　
「
解
体
費
の
支
払
い
義

務
は
な
い
」
と
反
論
す
る

被
告

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

建
物
の
解
体
費
用
を

請
求
す
る
原
告
に
対
し
、

被
告
の
撫
養
大
教
会
は

「
支
払
う
理
由
が
な
い
」

と
反
論
し
た
。

　
「
原
告
は
矢
武
分
教
会

が
自
ら
所
有
し
て
い
た
教

会
を
解
体
し
、
百
五
十
万

円
を
立
て
替
え
払
い
し
た

と
し
て
、
そ
の
一
部
の
百

二
十
万
円
を
請
求
し
て
い

る
が
、
被
告
と
原
告
は
別

人
格
。
解
体
費
用
を
支
払

う
義
務
は
負
っ
て
な
い

し
、
理
由
も
な
い
。
請
求

は
棄
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」（
答
弁
書
の
要
約
）。

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

簡
裁
、
地
裁
は
原
告
の

訴
え
を
却
下

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

神
殿
の
解
体
を
め
ぐ
る

天
理
教
の
内
紛
。
一
審
の

徳
島
簡
裁
は
「
原
告
の
主

張
は
理
解
で
き
な
い
と
い

う
ほ
か
な
い
」
と
原
告
の

訴
え
を
却
下
し
た
。

　
「
建
物
関
連
書
類
に
不

整
合
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
は
事
実
。
原
告
は
書

類
上
の
軽
微
な
相
違
を

根
拠
に
主
張
を
展
開
し

て
い
る
が
、
意
味
不
明

で
理
解
で
き
な
い
と
い

う
ほ
か
な
い
。

　

本
件
建
物
は
被
告
の
代

表
者
が
矢
武
分
教
会
と
は

無
関
係
に
建
築
し
た
も

の
。
本
件
建
物
の
所
有
権

は
分
教
会
に
は
帰
属
し
な

い
。
解
体
を
分
教
会
が
行

う
義
務
も
権
利
も
な
い
。

　

原
告
に
は
損
害
が
発
生

し
て
い
な
い
。
不
当
利
得

は
成
立
し
な
い
。
請
求
原

因
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、

原
告
が
権
利
を
有
す
る
根

拠
の
主
張
も
不
十
分
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
原
告

の
訴
え
は
不
適
法
で
あ
っ

て
、
却
下
す
る
」（
簡
裁

判
決
の
要
約
）。

　

簡
裁
で
訴
え
を
却
下
さ

れ
た
原
告
Ｈ
氏
は
判
決
を

不
服
と
し
て
、
徳
島
地
裁

に
控
訴
し
た
が
、「
矢
武

分
教
会
」
の
名
前
で
控
訴

し
た
た
め
、
地
裁
は
「
当

事
者
で
な
い
」
と
し
て
訴

え
を
却
下
し
た
。

　
「
原
告
は
Ｈ
氏
。
法
人

の
矢
武
分
教
会
は
当
事
者

で
は
な
い
。
控
訴
権
を
有

し
な
い
者
に
よ
っ
て
控
訴

さ
れ
た
も
の
で
、
不
適
法

で
あ
る
。
口
頭
弁
論
を
経

な
い
で
却
下
す
る
」（
地

裁
判
決
の
要
約
）。

　
「
主
張
が
理
解
で
き
な

い
」（
簡
裁
）、「
当
事
者

で
な
い
」（
地
裁
）
と
訴

え
が
相
次
い
で
却
下
さ

れ
た
原
告
Ｈ
氏
。
弁
護

士
を
代
理
人
に
し
な
い

本
人
訴
訟
ゆ
え
の
敗
訴
だ

が
、
原
告
が
上
部
組
織
の

撫
養
大
教
会
を
訴
え
た
背

景
に
は
、
大
教
会
の
高
圧

的
な
対
応
へ
の
反
発
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
撫
養
大
教
会
は
神
殿

を
使
用
、
利
用
し
、
賽
銭

を
吸
い
上
げ
た
。
宗
教
法

人
法
違
反
、
天
理
教
の
規

則
違
反
の
強
引
な
押
し
付

け
、
無
茶
ぶ
り
だ
」（
裁

判
資
料
の
要
約
）。

　

天
理
教
は
江
戸
時
代
末

に
成
立
し
た
新
宗
教
。
信

仰
の
目
的
は
、「
陽
気
ぐ

ら
し
」
と
呼
ば
れ
る
人
間

が
互
い
に
助
け
合
う
社
会

の
実
現
だ
。
大
教
会
と
分

教
会
が
法
廷
で
対
峙
す
る

内
紛
に
、「
陽
気
ぐ
ら
し
」

の
教
え
は
ど
う
生
か
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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徳
島
県
立
阿
南
光
高
校
（
西
裕
治
校
長
）
を
め
ぐ
り
、流
布
さ
れ
る
「
生
徒
の
飛
び
降
り
自
殺
未
遂
」
説
。
同
校
事
務
課
長
は
「
そ
の
噂
は
以
前
か
ら
流
さ
れ
て
い
る
。
誰
が
流
し
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、ま
っ
た
く
の
事
実
無
根
。
も
し
事
実
な
ら
き
ち
ん
と
公
表
す
る
」
と
反
論
。

埼
玉
県
議
会
の
自
民
党
会
派
議
員
数
十
名
が
十
二
月
十
八
日
夜
に
ホ
テ
ル
で
会
食
。「
コ
ロ
ナ
禍
な
の
に
」と
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、徳
島
県
議
会
の
自
民
党
会
派
は
十
二
月
四
日
、飯
泉
知
事
ら
県
幹
部
と
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
数
十
名
規
模
の
会
食
を
開
催
。

　

天
理
教
の
内
紛
が
裁
判
に
発
展
し
て
い
る
。
争
点
は

神
殿
の
解
体
費
用
の
負
担
問
題
。
上
板
の
分
教
会
が
鳴

門
の
大
教
会
に
対
し
、
神
殿
の
解
体
費
用
を
求
め
て
い

る
。
人
間
が
互
い
に
助
け
合
う
「
陽
気
ぐ
ら
し
」
と
い

う
世
界
の
実
現
を
目
指
す
天
理
教
。
中
山
み
き
教
祖
の

教
え
は
ど
こ
ま
で
具
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

美
馬
和
傘
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

　

美
馬
和
傘
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
＆
夜
マ
ル

イ
ト
ア
ッ
プ
＆
夜
マ
ル

シ
ェ
２
０
２
１

シ
ェ
２
０
２
１

　

令
和
３
年
１
月
１０
日

（
日
）
に
、
美
馬
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ
ズ
に

て
、「
美
馬
和
傘
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
＆
夜
マ
ル
シ
ェ

　

２
０
２
１
」
を
開
催
し
ま

す
。
四
国
大
学
に
よ
る
ミ
ラ

イ
ズ
壁
面
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
美
馬
和
傘
製
作

集
団
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
よ
る
ミ
ラ
イ
ズ
「
縁
側
の

ハ
コ
」
で
の
和
傘
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
実
施
と
同
時
に
、

ミ
ラ
イ
ズ
西
側
広
場
で
は
夜

マ
ル
シ
ェ
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
和
傘
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実

施
日
時
・
場
所
／

（
日
時
）
〜
令
和
３
年
１
月

１７
日
（
日
）
午
後
５
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で

（
場
所
）
ミ
ラ
イ
ズ
「
縁
側

の
ハ
コ
」

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

実
施
日
時
・
場
所
／

（
日
時
）
令
和
３
年
１
月
１０

日
（
日
）
〜
１７
日
（
日
）

午
後
５
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

（
場
所
）
ミ
ラ
イ
ズ
壁
面

●
夜
マ
ル
シ
ェ
開
催
日
時
・

場
所
／

（
日
時
）
令
和
３
年
１
月
１

０
日
（
日
）
午
後
５
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で

（
場
所
）
ミ
ラ
イ
ズ
西
側
広
場

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

夜
マ
ル
シ
ェ
利
用
の
方
に

つ
い
て
は
、
県
内
在
住
の

方
と
し
、
人
数
制
限
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
左

記
の
時
間
帯
①
〜
③
か
ら

お
選
び
い
た
だ
き
、
入
場

チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
く
だ

さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者

に
は
、美
馬
の
山
か
ぼ
ち
ゃ

の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
無
料
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
入
場
料
）
五
百
円

（
入
場
時
間
）
①
午
後
５
時

か
ら
午
後
６
時
②
午
後
６
時

３０
分
か
ら
午
後
７
時
３０
分

③
午
後
８
時
か
ら
午
後

９
時
●
そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
検
温
、
消
毒
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

●
入
場
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

先
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ミ
ラ
イ
ズ
☎
０
８
８
３-

５

３-

１
１
０
１

●
問
い
合
わ
せ
先
／
（
一

社
）美
馬
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
０
８
８
３-

５
３-

８
５

９
９

　

か
も
だ
岬
温
泉
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

蒲
生
田
岬
に
ほ
ど
近
い
か

も
だ
岬
温
泉
は
、
四
国
最
東

端
の
温
泉
で
す
。
県
内
屈
指

の
天
然
温
泉
で
、
ゆ
っ
た
り

と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
は
、
１２
月
２

９
日
（
火
）
〜
令
和
３
年

１
月
３
日
（
日
）　

休
ま
ず

営
業
し
て
い
ま
す
。

　

※
令
和
３
年
１
月
２６
日

(

火
）は
風
呂（
ふ
ろ
）の
日
で
す
。

一
般
入
浴
料
半
額
で
す
！

※
【
１
月
の
休
館
日
】
４

日(

月
）、
５
日
（
火
）、

６
日
（
水
）、
１２
日
（
火
）、

１８
日
（
月
）、
２５
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

か
も
だ

岬
温
泉
保
養
施
設
（
☎
０
８

８
４-

２１-

３
０
３
０
）
へ

　

阿
南
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
早
く
、
正
確
に
、
分

か
り
や
す
く

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
情
報
な
ど
阿

南
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
阿

南
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
発
信
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
L
I
N
E
I
D
：

@
anancity

表
示
名
：
阿
南
市

　

登
録
（
友
だ
ち
追
加
）

の
方
法

①
I
D
か
ら
：
「
友
だ
ち

追
加
」
画
面
か
ら
、「
I
D

検
索
」
で
「@

anancity

」

を
検
索
し
、
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

②
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
：

「
友
だ
ち
追
加
」
画
面
か
ら
、

右
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広

報
課
（
☎
０
８
８
４-

２２-

１
１
１
０
）
へ

　

今
回
紹
介
す
る
の
は

シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
「
ス
ロ
ッ

ピ
ー
・
ジ
ョ
ー
」。
場
所
は

神
戸
市
下
山
手
通
だ
。

　

店
名
を
直
訳
す
る
と

「
だ
ら
し
な
い
ジ
ョ
ー
」。

実
は
米
国
ア
イ
オ
ワ
州

の
郷
土
料
理
の
名
前
。
牛

の
挽
肉
や
玉
ね
ぎ
、
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
な
ど
を
挟

ん
で
ド
ボ
ド
ボ
と
具
材

を
落
と
し
な
が
ら
食
べ

る
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
だ
。

　

そ
の
昔
、
ジ
ョ
ー
と
い

う
人
が
〝
だ
ら
し
な
く
〞

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い

た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が

付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

名
前
の
由
来
は
と
も
か

く
、
神
戸
の
「
ス
ロ
ッ

ピ
ー
・
ジ
ョ
ー
」
と
言
え

ば
、
有
名
な
シ
ョ
ッ
ト

バ
ー
。
女
性
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
の
生
田
理
実
さ
ん
に

話
を
聞
い
た
。

　

彼
女
は
大
学
時
代
に
ア

メ
リ
カ
映
画
で
観
た
世
界

観
に
興
味
を
持
ち
、
ア
ル

バ
イ
ト
募
集
の
貼
り
紙
を

見
て
こ
の
世
界
に
飛
び
込

ん
だ
と
い
う
。

　

学
生
時
代
は
皿
洗
い
と

し
て
二
年
の
下
積
み
を
経

験
。
卒
業
後
、「
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
で
頑
張
り
た
い
」

と
本
格
的
な
修
業
を
始
め

た
と
い
う
。

　

彼
女
は
今
年
二
月
に
日

本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

が
主
催
し
た
カ
ク
テ
ル

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
関

西
代
表
選
考
会
で
堂
々

の
一
位
に
輝
い
た
。

　

称
賛
を
集
め
た
彼
女
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
の

名
は
「
ベ
レ
ッ
サ
」。
ス

ペ
イ
ン
語
で
美
し
い
と
い

う
意
味
だ
が
、
バ
レ
ン
シ

ア
か
ら
見
え
る
美
し
い

海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
ー

シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
の
カ
ク
テ

ル
だ
。
海
を
連
想
さ
せ
る

色
彩
を
出
す
の
に
苦
労
を

重
ね
た
と
い
う
。

　

姫
路
市
出
身
の
彼
女

だ
が
、
苗
字
と
同
じ
有

名
な
生
田
神
社
近
く
の

バ
ー
に
就
職
し
た
こ
と

に
運
命
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
。
休
日
は
他
の

バ
ー
で
酒
を
飲
み
、
日
々

勉
強
し
て
い
る
と
い
う
。

　

最
近
は
友
人
た
ち
と
の

会
食
も
多
く
、
恋
愛
や
結

婚
に
つ
い
て
の
話
題
が
多

い
と
い
う
。

　
「
近
未
来
の
話
な
の
で
現

実
的
に
考
え
て
い
ま
す
が
、

肝
心
の
相
手
が
い
な
い
ん

で
す
」
と
笑
う
彼
女
。

　

大
学
卒
業
後
、
こ
の

道
に
入
っ
て
僅
か
五
年

弱
、
ま
だ
二
十
七
歳
と

い
う
若
さ
な
が
ら
才
能

が
煌
び
や
か
に
光
る
生

田
理
実
さ
ん
だ
。▲バーテンダー修業僅か五年弱で

関西代表になった生田理実さん。
神戸のバー界に現れた新星だ。

店　名
住　所
電　話
時　間
予　算

スロッピー・ジョー
神戸市中央区下山手通2-16-2 サンビル2F-1
078-391-7810
午後五時 ~ 午前一時　不定休
3,000 円程度から


